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研究成果の概要（和文）： 
パブリック・アートや建築を鑑賞対象として、作品をよくみて考える参加型で能動的な鑑賞行為

を誘発しエクスペリエンスの高い携帯電話を使用した作品鑑賞支援システムを開発しデザイン

した。写真と感想の共有によって、能動性と参加性を高め、検索機能の使用から、新たな発見へ

の繋がりや、鑑賞における自分自身の変化を認識させるシステムを実現した。都市の中に鑑賞の

場を広げるために、天候や季節の変化によって見え方の異なるパブリック・アートや建築を鑑賞

対象とし、鑑賞者の特性や屋外での多様な状況に対応するデザインを実現した。広島市内におい

て実証実験をおこない、その有効性を実証し、高い評価を得ることができた。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
We are designing and developing a user-support-system for the appreciation of public art 

and architecture. We propose that mobile phones can be used to cultivate understanding 

and deepen appreciation for works through a forum system, which can be used on the mobile 

phones of viewers. Through shared appreciation of public art spaces, there are increased 

opportunities for everyone to become familiar with the art and architecture.  Through 

both output of their own ideas and input of others’ thoughts, the viewer could deepen 

their appreciation for each piece of work as well as develop broader perspectives through 

the discovery of art through information technology. This research was conducted as a 

proof experiment for citizens who frequent to the urban spaces of Hiroshima City and the 

results subsequently clarified the effectiveness of this system. 
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１．研究開始当初の背景 

 これまで美術館で鑑賞に親しむ機会の少

ない人を主な対象としてPDAや携帯電話を使

用した鑑賞支援システムをデザインし、高い

評価を得てきた。しかし、一般社会において

は、美術館を利用する習慣がなく、美術鑑賞

に興味を持たない人の方がむしろ多数であ

る。美術教育においても鑑賞教育が重視され

てきている中、生活空間全体を博物館と捉え

るフィールドミュージアムの考え方は、鑑賞

体験の機会を広げることにつながる。日本に

おける自治体主導の取り組みの多くは、自然

や歴史を中心としていることが多い。本研究

のように芸術を主にその地域や場の特異性

を生かしたサイト・スペシフィックな建築や

工作物まで含むパブリック・アートを対象に

している事例は見当たらない。 

 

２．研究の目的 

美術鑑賞をより豊かにすることを目標に、

本研究では美術館への来館者に限らず、さら

に多くの人に対して能動的で参加型の鑑賞行

為を誘発し、鑑賞行為のエクスペリエンスを

高めるための取組みをおこなう。都市空間で

パブリック・アートや建築を鑑賞対象として、

参加者が写真と感想を投稿し、公開、共有す

る鑑賞支援のシステムを開発する。また、鑑

賞者がもつ特性や多様な状況に対応するデザ

インとする。美術館という美術作品のための

空間から生活と密着した都市の中に鑑賞の場

を広げ、鑑賞者自身の携帯電話を使用して、

実証実験をおこない、その有効性を検証する

ことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

⑴システムとデザインの具変化 

① システムの機能 

 本システムには以下の機能をもたせる。 

・ 写真と感想の投稿と閲覧 

・ ニックネームとキーワードの検索 

・ 作品解説と作家解説の提供 

・ マップの提供 

・ エラーへの対応 

 

②システムの実装とサイト構造 

 本システムは、鑑賞者それぞれの携帯電話

を使用できるようにウェブサーバ上のPHPス

クリプトによって実装される。なお、このシ

ステムが出力する鑑賞情報は、iモード対応

HTML Version1.0を用いて記述する。このバー

ジョンのHTMLは、ほとんどの携帯電話に対応

していることが選択の理由である。鑑賞者は

QRコードで示されたウェブサイトにアクセス

し、携帯電話のウェブブラウザを使用して、

投稿、閲覧、検索をおこなう。ウェブのサイ

ト構造を＜図1＞に示す。 

 
図１ Webのサイト構造 

 

② デザインの具現化 

 より多くの人が参加できるシステムとし、

エクスペリエンスを高めるために、以下のデ

ザインをおこなった。 

・色彩計画におけるユニバーサルデザイン 

・ピクトグラム 

・機種を選ばない文字のレイアウト 

・ ページのエリア分割 

 

⑵実証実験 

鑑賞対象は、都市景観に調和し、広島とい

う場所性と歴史性を踏まえて、６作品を選ん

だ。実証実験は、2007年５月19日、20日、お

よび、６月30日の３日間実施した。市民を対

象とし、実験では参加者自身の携帯電話を使

用した。実験の間隔を一ヶ月以上空けた理由

は、参加者のリピーターを出すことに加え、

季節を変えて実験をおこなうことにある。調

査の対象は、事前に参加を申し込んでいた市

民や大学生に加え、当日その場で参加した人

たちである。評価のための材料として、参加

者に対するアンケート、インタビュー、行動



観察、および参加者の投稿内容を用い、本シ

ステムとデザインの有効性を検証した。 

 

４．研究成果 

⑴研究の主な成果 

アンケートとインタビューの有効数は 81

であり、投稿数の合計は 441 であった。 

 

① システムに対する評価 

(Q) 本取組み全体への満足度を100点満点で

お答えください。（以下、総合的な満足度） 

という質問に対し、平均は76.5点であった。

満足度の最高が100点、最低が30点と個人差は

生じたが、ヒストグラムの山は高得点側にあ

り、総合的な満足度は高いと考えられる。 

また、「写真撮影の有効性」に対する評価別

の「総合的な満足度」を分析すると、写真撮

影が鑑賞の役に立ったと感じている人ほど総

合的な満足度が高いという傾向にあることが

わかった＜図2＞。 
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図２「写真撮影が鑑賞の役に立ったかどうか」 

 に対する「総合満足度」 

 

鑑賞の着眼点を写真として表現することに

よって、言葉だけでは表現できない鑑賞体験

が可能となった。それによってさまざまな着

眼点から、より能動的な鑑賞行為に繋がった。 

また、写真と感想を投稿する参加型である

ことによって鑑賞の意欲を誘発し、鑑賞者の

能動性を高めることに結びついた。共有した

投稿を閲覧する場合も、写真があることによ

って、他者の考えを理解しやすくすることに

結びついた。 

また、二つの検索により、エクスペリエン

スを向上させることができた。投稿すること

の楽しさや、鑑賞における自身の変化に気付

かせ、満足感や達成感を高めることに繋がっ

た。検索により、鑑賞者は自分とは違う着眼

点から撮影された写真と感想に到達し、他者

の感じ方や思考に触れることによって、驚き

や新たな発見を得ていたことも明らかになっ

た。 

 

 

② デザインに対する評価 

(Q) 画面デザイン全般に対する満足度を100

点満点でお答えください。（以下、画面デザイ

ンの満足度）という質問に対し、平均は74.3

点であった。満足度の最高が100点、最低が13

点となり、総合満足度よりもさらに個人差が

生じた。しかし、低得点が飛び値であり、ヒ

ストグラムの山は高得点側にあるため、画面

デザインに対しても全体的には満足度が高か

ったと考えられる。 

 「画面配置の使いやすさ」に対する評価別

の「画面デザインの満足度」を分析すると、

画面配置が使いやすいと感じている人ほど画

面デザインの満足度が高いという傾向にある

ことがわかった＜図3＞。 
 

図３「画面配置が使いやすかったかどうか」に対する「画面デザ

インの満足度」 

 

さらに、画面の色彩計画では、屋外におい

ても問題なく使用でき、使いやすいという高

い評価が得られた。また、色覚特性をもった

人も含め、ほとんどの参加者が問題を感じて

いないことが明らかとなり、色彩におけるユ

ニバーサルデザインが実現できたと理解でき

る。 

ピクトグラムについては、再度アクセスし

た参加者が多い実験後半の方が前半より評価

が高かったことから、その使用には学習が必

要ではあるが、繰り返し使用することで有効

性が向上することがわかった。 

以上、実証実験によって得られた評価に示

された通り、参加性を高めることによって、

能動的な作品鑑賞を誘発し、エクスペリエン

スを向上させる鑑賞支援が実現できた。また、

色彩におけるユニバーサルデザインが有効で

あることが検証でき、都市においてより多く

の人が参加可能なデザインが実現できた。ま

た、システムの技術開発が優先する現状にお

いて、鑑賞者の立場から使いやすいデザイン

を実現した。これらは本研究の成果であり、

今後の鑑賞支援に寄与できるものと考えられ

る。 

 



⑵得られた成果の国内外における位置づけと

インパクト 

 本研究は、広島市から後援を受け実験をお

こない、日本展示学会において、「都市空間

におけるユーザ・エクスペリエンスに考慮し

た作品鑑賞の共有」のテーマで、学会誌『 展

示学』第45号に査読付き論文として掲載され

た。 

 また、研究代表者の博士学位論文「携帯情

報端末を使用したエクスペリエンスの高い美

術鑑賞支援」（名古屋大学大学院）では、そ

の４章に位置づけた。 

 さらに、『International Conference on the 

Inclusive Museum 2008』と『International 

Forum on Public Art: “Art, Community and 

Experience”』の国際会議では、海外の研究者

から多くの興味が示され、新たな研究の交流

が始まっている。 

 

⑶今後の展望 

 本研究を継続し、さらに発展させた研究と

して、テーマ「携帯情報端末による融合連携

ミュージアムを目指したインタラクティブ鑑

賞支援システムの開発」として、科学研究費

補助金（基盤C：課題番号22601012）に採択さ

れた。携帯情報端末を使用し、「都市全体が

美術館」、「インターネットデジタル美術館」、

「現実の美術館」、「現実の博物館」、これ

ら４つのミュージアムを融合・連携させ、新

たなグレーター参加型ミュージアムを目指し

て、インタラクティブな鑑賞支援システムを

開発し、デザインする。開発する鑑賞支援シ

ステムを利用することにより、生活の中に存

在する日常的な鑑賞行為から、驚きや発見、

達成感へと繋がる、より能動的で参加性の高

い鑑賞体験へと導く。また、鑑賞者の鑑賞体

験を豊かにすることにより、各ミュージアム

の活性化、都市景観の向上にも寄与すること

を目標とする。 
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